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（１都市のみ未集計のため暫定）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● こどもや子育てにやさしい社会をつくるために、こどもまんなか cityの

合言葉「北九州市こどもまんなかスイッチ！」を策定 

● 外出中に授乳やおむつ替えなどで立ち寄ることができる「赤ちゃんの駅」
を市内約５００か所に設置 

北九州市は 
「こどもまんなか city」を目指します 

🏴🏴 取組３ 多様な保育サービスの充実 
 ● 第２子以降の保育料無償化 

● 病児保育利用料が無料 

🏴🏴 取組４ 放課後児童クラブの充実 
 ● 入所を希望する全学年児童の受入 

🏴🏴 取組５ 子どもの医療費を助成 
 ● １８歳まで保険診療にかかる医療費を年齢に応じて助成 

🏴🏴 取組６ 充実した子育て支援施設 
 ● 「子どもの館」や「子育てふれあい交流プラザ」など、屋内大型子育て
支援施設や、身近な区役所にも「親子ふれあいルーム」を開設 

🏴🏴 取組７ 子どもの居場所の確保 
● 子どもや若者が安心して過ごすことができる、子ども食堂やユースステ
ーション、民間施設等を利用したこどもまちなかスペースの展開 

🏴🏴 取組１ 子どもや子育てを社会全体で支える機運の醸成 

【子育て環境の評価】 

◆ 次世代育成環境ランキング 202３年度（出典：NPO法人エガリテ大手前） 

政令指定都市 第１位 
 

◆ 共働き子育てしやすい街ランキング 202４（出典：日経 Xwomeｎ） 

九州の自治体 第１位 

【統計データ】 

◆ 合計特殊出生率 令和５年 1.40 

🏴🏴 取組２ 働く親へのサポート 
 ● 子育てを「支援してほしい方」と「支援してくださる方」が会員となり、
地域の中で支え合う「シン・子育てファミリー・サポート事業」の実施 

北九州市の子ども・家庭政策北九州市の子ども・家庭政策
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第1章　近年の出生率等の状況

１ 出生数、出生率の推移
（１）出生数と合計特殊出生率の推移
　北九州市の年間の出生数は、昭和42年に20,507人
と最も多くなりました。それ以降は減少傾向で推移し、
平成2年に10,000人を割り込み、平成17年には8,196
人と当時最も少ない出生数となりました。その後は３
年連続で増加しましたが、平成21年より減少傾向に転
じ、令和５年は5,514人と、これまで最も少ない出生数
を更新しました。
　次に合計特殊出生率※をみると、昭和45年では2.0あり
ましたが、毎年低下し続け、平成17年に過去最低の1.30
となりました。平成18年以降から11年連続で増加し、

令和2年は1.47と減少に転じましたが、令和４年、令和
５年は1.40となりました。

※合計特殊出生率とは、その年次の15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、
　１人の女性が、仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に子どもを生むと仮定したときの
　子どもの数に相当する。長期的に人口が安定的に維持される合計特殊出生率の水準（人口
　置換水準）は、2.1前後で、近年の日本における値は2.07～2.08となっている。

◆北九州市の合計特殊出生率の年次推移

◆北九州市の出生数および出生率
◆政令指定都市の出生数および
　出生率の比較（令和４年）

資料：厚生労働省「人口動態調査」
資料：北九州市は「北九州市衛生統計年報」
出生率とは人口1,000人あたりの出生数

都 市 名
札 幌 市
仙 台 市
さいたま市
千 葉 市
横 浜 市
川 崎 市
相 模 原 市
新 潟 市
静 岡 市
浜 松 市
名 古 屋 市
京 都 市
大 阪 市
堺 市
神 戸 市
岡 山 市
広 島 市
北 九 州 市
福 岡 市
熊 本 市

11,172 人
7,026 人
9,596 人
5,777 人
22,990 人
11,248 人
4,140 人
4,733 人
3,949 人
4,945 人
16,325 人
8,372 人
18,399 人
5,350 人
8,941 人
5,158 人
8,306 人
5,901 人
12,198 人
5,792 人

5.7
6.4
7.2
5.9
6.1
7.3
5.7
6.1
5.8
6.3
7.0
5.8
6.7
6.5
5.9
7.2
7.0
6.4
7.5
7.8

出　生　数 出生率

◆北九州市の出生数
年 出生数
30
元
２
３
4
5

7,188人
6,614人
6,459人
6,304人
5,901人
5,514人

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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12.6％
（119）

◆北九州市の母親年齢階級別出生数の年次推移

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（出生数）
（人）

昭和45年 47 49 51 53 55 57 59 61 63 平成2年 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 令和元年 ２

資料：厚生労働省「人口動態調査」

４

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
40～49歳40～49歳

1,7171,717

330330
619619

1,9651,965

1,2071,207

◆北九州市の出生順位第１子の母の平均年齢

【出典】厚生労働省「人口動態統計」

【出典】厚生労働省「人口動態統計」【出典】厚生労働省「人口動態統計」
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（２）年少人口と老年人口の推移
　出生数の減少は、北九州市における年少人口（0～

14歳）の減少をもたらしています。

　年少人口の総人口に占める割合（年少人口割合）の

変化をみると、昭和40年には25.8％でしたが、令和２

年には12.2％となり急激に低下しています。

　一方、老年人口（65歳以上の高齢者人口）が総人口

に占める割合（老年人口割合・高齢化率）の変化をみ

ると、昭和40年には4.8％でしたが、平成7年は15.7％

で年少人口より多くなり、令和２年には31.8％と急激

に上昇するなど、少子高齢化が進行しています。

0

20

40

60

80

100
（％）

上段：割合
下段：人口（単位：千人）

■ 0～14歳
■ 15～64歳
■ 65歳以上

昭和40年 45 50 55 60 平成2年 17 22 27 令和2年7 12

4.8％
（50）

5.9％
（62）

7.2％
（76）

8.7％
（93）

10.3％
（109）

12.7％
（130）

15.7％
（161）

19.2％
（194）

22.2％
（221）4.8％

（50）
5.9％
（62）

7.2％
（76）

8.7％
（93）

10.3％
（109）

12.7％
（130）

15.7％
（161）

19.2％
（194）

22.2％
（221）

69.4％
（724）

70.2％
（732）

68.8％
（728）

68.1％
（725）

68.5％
（724）

69.1％
（710）

68.8％
（702）

66.8％
（676）

64.4％
（640）69.4％

（724）
70.2％
（732）

68.8％
（728）

68.1％
（725）

68.5％
（724）

69.1％
（710）

68.8％
（702）

66.8％
（676）

64.4％
（640）

25.8％
（269）

23.9％
（249）

24.0％
（254）

23.1％
（246）

21.2％
（224）

17.8％
（183）

15.4％
（157）

13.9％
（140）

13.3％
（132）25.8％

（269）
23.9％
（249）

24.0％
（254）

23.1％
（246）

21.2％
（224）

17.8％
（183）

15.4％
（157）

13.9％
（140）

13.3％
（132）

25.2％
（245）
25.2％
（245）

61.7％
（599）
61.7％
（599）

13.0％
（126）
13.0％
（126）

29.3％
（277）

58.1％
（549）

12.6％
（119）

29.3％
（277）

29.3％
（277）
31.8％
（286）

58.1％
（549）

58.1％
（549）
56.0％
（504）

12.6％
（119）

◆北九州市の年齢区分別人口割合の推移

資料：総務省「国勢調査」

◆我が国の総人口及び人口構造の推移と見通し

資料：内閣府「令和４年版 少子化社会対策白書」
　　　2020 年までは総務省「国勢調査」（2015 年及び 2020 年は不詳補完値による。）、2021 年は総務省「人口推計」（2021 年 10 月 1 日現在（令和２年国勢調査を基
　　　準とする推計値））、2025 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果から作成。
注：１．2015 年及び 2020 年の年齢階級別人口は、不詳補完値によるため、年齢不詳は存在しない。2021 年の年齢階級別人口は、総務省統計局「令和２年国勢調査」（不
　　　詳補完値）の人口に基づいて算出されていることから、年齢不詳は存在しない。2025 年以降の年齢階級別人口は総務省統計局「平成 27 年国勢調査　年齢・国籍　
　　　不詳をあん分した人口（参考表）」による年齢不詳をあん分した人口に基づいて算出されていることから、年齢不詳は存在しない。なお、1950 ～ 2010 年の年少人
　　　口に基づいて算出には分母から年齢不詳を除いている。ただし、1950 年及び 1955 年において割合を算出する際には、下記の注釈における沖縄県の一部の人口
　　　を不詳には含めないものとする。
注：２. 沖縄県の 1950 年 70 歳以上の外国人 136 人（男 55 人、女 81 人）及び 1955 年 70 歳以上 23,328 人（男 8,090 人、女 15,238 人）は 65 ～ 74 歳、75 歳以上
　　　の人口から除き、不詳に含めている。
注：３. 百分率は、小数点第 2 位を四捨五入して、小数第 1 位までを表示した。このため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。
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２ 婚姻の状況

◆北九州市の年齢別未婚率の推移（男性） ◆北九州市の年齢別未婚率の推移（女性）

（１）北九州市の平均初婚年齢の推移
　北九州市の平均初婚年齢は、夫・妻ともに全国を下回る傾向が続いており、夫は30.5歳、妻は29.4歳となっています。

（２） 未婚率の推移
　北九州市の未婚率（１５歳以上の人口をもと算定）は、男性・女性ともに全国に比べ低い割合にあり、男性は30.7％、

女性は23.6％となっています。

資料：厚生労働省「人口動態統計」

資料：総務省「国勢調査」

資料：総務省「国勢調査」資料：総務省「国勢調査」
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注：１．2015 年及び 2020 年の年齢階級別人口は、不詳補完値によるため、年齢不詳は存在しない。2021 年の年齢階級別人口は、総務省統計局「令和２年国勢調査」（不
　　　詳補完値）の人口に基づいて算出されていることから、年齢不詳は存在しない。2025 年以降の年齢階級別人口は総務省統計局「平成 27 年国勢調査　年齢・国籍　
　　　不詳をあん分した人口（参考表）」による年齢不詳をあん分した人口に基づいて算出されていることから、年齢不詳は存在しない。なお、1950 ～ 2010 年の年少人
　　　口に基づいて算出には分母から年齢不詳を除いている。ただし、1950 年及び 1955 年において割合を算出する際には、下記の注釈における沖縄県の一部の人口
　　　を不詳には含めないものとする。
注：２. 沖縄県の 1950 年 70 歳以上の外国人 136 人（男 55 人、女 81 人）及び 1955 年 70 歳以上 23,328 人（男 8,090 人、女 15,238 人）は 65 ～ 74 歳、75 歳以上
　　　の人口から除き、不詳に含めている。
注：３. 百分率は、小数点第 2 位を四捨五入して、小数第 1 位までを表示した。このため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。
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２ 婚姻の状況

◆北九州市の年齢別未婚率の推移（男性） ◆北九州市の年齢別未婚率の推移（女性）

（１）北九州市の平均初婚年齢の推移
　北九州市の平均初婚年齢は、夫・妻ともに全国を下回る傾向が続いており、夫は30.5歳、妻は29.4歳となっています。

（２） 未婚率の推移
　北九州市の未婚率（１５歳以上の人口をもと算定）は、男性・女性ともに全国に比べ低い割合にあり、男性は30.7％、

女性は23.6％となっています。

資料：厚生労働省「人口動態統計」

資料：総務省「国勢調査」

資料：総務省「国勢調査」資料：総務省「国勢調査」


